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第２章 団塊世代の動向・特性 
 

本調査研究で対象とする団塊世代の置かれている現状や、団塊世代の意識・志向を把握するため、

国勢調査、全国消費実態調査などから、人口、世帯、地域分布、就労、家計・資産の状況・傾向につ

いて調査し、また、内閣府や自治体が実施した世論調査の結果から、その意識・志向について調査し

た。さらに、都市部と地方部、男女差によるこれらの結果の違いを分析し、団塊世代の動向・特性を把

握した。 
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１．人口構成と地域分布 

 

・2005 年現在 56 歳～58 歳（1947～1949 年生）の、いわゆる「団塊世代」の人口は 678 万人で、総
人口の 5.3％を占めている。 

 

年齢別人口構成 
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30歳
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60歳

70歳

80歳

90歳以上

明治・大正生まれ
昭和生まれ
平成生まれ

男性 女性

56歳～58歳
男性336万

56歳～58歳
女性342万

団塊世代678万人
総人口の約5.3％

総務省統計局 HP「平成 17 年国勢調査 第１次基本集計結果（全国結果）統計表」より作成 

・団塊世代のうち、３大都市圏に居住する人口の割合は 50.4％となっている。1950 年には 33.9％で
あったが70年には54.3％となっており、60年代の高度成長期に若者が大量に大都市へ移動したと
いえる。 

団塊世代の居住地域分布の推移 

 
 

 

 
（180 万人） 

 
 

 

 
東京圏･･･埼玉県、東京都、千葉県、神奈川県  中京圏･･･愛知県、岐阜県、三重県 大阪圏･･･京都府、大阪府、兵庫県、奈良県 

（59 万人） （102 万人） 

（203 万人） （62 万人） （120 万人） 

（111 万人） （55 万人） （83 万人） 

（単位：％）

15.2

28.7

26.6

7.5

8.7

8.7

11.2

16.9

15.1

9.4

6.7

7.9

3.0

2.8

3.0

2.9

2.3

2.5

50.8

34.2

36.2

昭和25年

（1950年）

昭和45年

（1970年）

平成17年

（2005年）

東京圏 中京圏 大阪圏
関東地方

（東京圏除く）
中部地方

（中京圏除く）
近畿地方

（大阪圏除く）
その他の

地方

総務省統計局 HP「平成 17 年国勢調査 第１次基本集計結果（全国結果）統計表」「国勢調査結果の時系列データ」より作成 
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２．世帯の状況 

 
・55～59 歳についてみると、1 人世帯～4 人世帯の割合がほぼ均衡している。 

・1 人世帯、2 人世帯の割合は、40 歳代を境として世帯主年齢が上がるほど増加している。 

 

世帯主年齢階層別・１世帯あたりの人員 
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31.3%
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42.4%
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16.3%
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15.3%

20.0%

26.7%

36.0%

42.4%

44.4%

42.4%

37.6%

33.7%

20.9%

19.3%

17.7%
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25.5%

21.1%
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10.3%
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5.0%
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8.6%

12.0%

12.7%
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6.2%

3.5%
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2.2%
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総務省統計局 HP「平成 17 年国勢調査 第１次基本集計結果（全国結果）統計表」より作成 
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・世帯主年齢が 55～59 歳の世帯の家族類型についてみると、2005 年は「夫婦と子供から成る世帯」

（核家族世帯）が約 3 割（33.8％）と最も多く、次いで「一人暮らし世帯」（19.8％）、「夫婦のみの世
帯」（18.5％）の順となっている。また「ひとり親と子どもから成る世帯」（母子家庭あるいは父子家
庭）、「夫婦と親を含む世帯」（親との同居世帯）は、1 割前後となっている（各 9.9％、14.5％）。 

・1985 年から 2005 年までの 20 年間の割合の推移をみると、「一人暮らし世帯」は、20 年間で 1.7 倍
に増加し、「ひとり親と子どもから成る世帯」は 1.5 倍に増加している。 

・一方、「夫婦と子供から成る世帯」は 1995 年以降減少傾向にある。また「夫婦のみの世帯」も 20
年間で約 1 割、「夫婦と親を含む世帯」は約 4 割減少している。 

世帯の家族類型の推移（世帯主年齢 55～59 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務省統計局 HP「平成 17 年国勢調査 第１次基本集計結果（全国結果）統計表」「国勢調査結果の時系列データ」より作成 

 

 
・地域別*にみると、特に「夫婦と親を含む世帯」の割合で地域差が大きく、地方部では全国平均の約

2 倍（28.1％）となっている一方、都市部では全国平均の半分以下（6.0％）となっている。 

・地方部では「夫婦と子供から成る世帯」の割合（22.5％）が全国平均を大きく下回っている。 

・都市部では「一人暮らし世帯」の割合（28.9％）が全国平均を大きく上回っている。 

※国勢調査結果のうち、岩手県の結果を「地方部」、東京都の結果を「都市部」の代表例として、地域特性を比較し

た。（以下、次節まで同じ） 
 

19.8%

16.7%

14.5%

12.5%

11.5%

18.5%

20.1%

20.3%

20.9%

21.2%

33.8%

37.0%

38.2%

37.4%

34.0%

9.9%

8.7%

7.9%

7.1%

6.3%

14.5%

14.4%

16.4%

19.3%

23.7%

3.5%

3.1%

2.7%

2.8%

3.3%

2005年

2000年

1995年

1990年

1985年

一人暮らし世帯（単独世帯）

夫婦のみの世帯

夫婦と子供から成る世帯

ひとり親と子供から成る世帯

夫婦と親を含む世帯

その他の世帯

地域別・世帯の家族類型（世帯主年齢 55～59 歳） 

 

 

 

 

 

 

17.7%

28.9%

17.6%

15.1%

22.5%

35.8%

9.5%

11.0%

28.1%

6.0%

4.6%

3.1%

岩手県

東京都

一人暮らし世帯（単独世帯）

夫婦のみの世帯

夫婦と子供から成る世帯

ひとり親と子供から成る世帯

夫婦と親を含む世帯

その他の世帯

総務省統計局 HP「平成 17 年国勢調査 第１次基本集計結果（岩手県、東京都）統計表」より作成 
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３．就業状況 
 
・55～59 歳の男性の約 9 割（86.6％）、女性の約 6 割（57.9％）が仕事をしている。 

・1980 年～2005 年の 25 年間に、「主に仕事をする」女性が約 1.3 倍となる一方、専業主婦の割合は
約 2 割減少している。 ている。 

  

就業状況の推移 就業状況の推移 

  

  

      

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

総務省統計局 HP「平成 17 年国勢調査 第２次基本集計結果（全国結果）統計表」「国勢調査結果の時系列データ」より作成 総務省統計局 HP「平成 17 年国勢調査 第２次基本集計結果（全国結果）統計表」「国勢調査結果の時系列データ」より作成 

女　55～59歳

27.9%

27.0%

31.5%

33.1%

36.4%

36.5%

4.7%

5.1%

4.2%

4.0%

5.7%

4.7%

22.0%

21.8%

19.1%

21.3%

19.2%

21.4% 36.3%

38.1%

41.3%

45.0%

46.0%

45.2%1980年

1985年

1990年

1995年

2000年

2005年

男　55～59歳

87.6%

86.1%

88.8%

89.4%

86.7%

.5%

9.2%

11.2%

8.3%

7.7%

9.5%

7%2.1%

1.8%

1.6%

1.9%

2.0%

2.4% 0.7%

0.6%

0.7%

0.5%

0.5%

9%

1980年

1985年

1990年

1995年

2000年

005年 84 9. 0.2

仕事あり主に仕事

仕事あり主にその他

仕事なし（失業含む）

仕事なし（家事専業）

仕事あり主に仕事

仕事あり主にその他

仕事なし（失業含む）

仕事なし（家事専業）
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・55～59 歳の男性の就業率には、地域差は見られない。 

・地方部では主に仕事をする女性の割合は約 4 割（43.6％）となっている。また、都市部では地方部
に比べて専業主婦の割合がやや高い（都市部 37.3％、地方部 31.6％）。 

 
団塊世代の地域別就業状況 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

総務省統計局 HP「平成 17 年国勢調査 第２次基本集計結果（岩手県、東京都）統計表」より作成 

 
・産業別就業状況について地域別にみると、地方部では建設業（13.2％）や農業など第一次産業

（13.1％）の割合が高く、都市部ではその他サービス業（30.3％）、卸売・小売業（18.3％）、運輸・通
信業（10.2％）の割合が高い。 

 

岩手県　55～59歳

85.0%

43.6%

12.9%

5.5% 31.6%19.4%

1.0% 1.2%男

女

仕事あり主に仕事 仕事あり主にその他 仕事なし（失業含む） 仕事なし（家事専業）

東京都　55～59歳

87.6%

35.1%

10.9%

5.3% 37.3%

0.6%

22.2%

0.9%男

女

仕事あり主に仕事 仕事あり主にその他 仕事なし（失業含む） 仕事なし（家事専業）

団塊世代の地域別・産業別就業状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務省統計局 HP「平成 17 年国勢調査 第２次基本集計結果（岩手県、東京都）統計表」より作成 

岩手県　55-59歳

農業

11.1%

林業

0.5%

漁業

1.5%

鉱業

0.2%

建設業

13.2%

製造業

14.5%

運輸・通信業

6.6%

卸売・小売業

15.2%

金融・保険業

1.5%

不動産業

0.6%

飲食店，宿泊業

5.5%

その他サービス

業

25.0%

公務（他に分類さ

れないもの）

3.8%

分類不能の産業

0.3%

電気・ガス・熱供

給・水道業

0.5%

東京都　55-59歳

林業

0.0%農業

0.4%

分類不能の産業

2.8%

鉱業

0.0%公務（他に分類さ

れないもの）

2.7%

漁業

0.0%
建設業

8.3%

製造業

13.7%

その他サービス業

30.3%
電気・ガス・熱供

給・水道業

0.3%

運輸・通信業

10.2%

飲食店，宿泊業

6.7%
卸売・小売業

18.3%不動産業

3.5%
金融・保険業

2.8%
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４．家計・資産 
 
・世帯主年齢が 50 歳代の世帯についてみると、年間収入は 885 万円と、各年代の中で最も多い。 

・貯蓄現在高は 1625 万円となっている。 

・負債現在高は 608 万円で、負債のうち住宅・土地負債残高（500 万円）は 40 歳代の 6 割弱、また
家賃・地代を支払っている世帯の割合は 40 歳代の約 2/3 となっている。 

・子どもの就職などを背景として、有業人員は 2.05 人と、各年代の中で最も多い。 

 

世帯主の年齢階級別・貯蓄現在高及び年間収入（2 人以上の世帯）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（金額単位：千円） 

 30 歳未満 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上

年間収入 4,693 5,988 7,818 8,849 6,285 5,452 

貯蓄現在高 3,547 6,539 11,140 16,245 22,181 22,743 

負債現在高 3,743 8,733 9,642 6,084 2,866 1,897 

住宅・土地のための負債 3,204 8,168 8,776 5,002 2,069 1,324 

住宅・土地のための 

負債のある世帯の割合 
16.4％ 40.8％ 51.3％ 38.8％ 16.8％ 8.7％ 

家賃・地代を支払っている 

世帯の割合 
73.0％ 44.9％ 21.9％ 14.3％ 11.1％ 13.0％ 

世帯人員 3.02 人 3.60 人 4.02 人 3.42 人 2.72 人 2.42 人 

有業人員 1.42 人 1.41 人 1.66 人 2.05 人 1.28 人 0.68 人 

 

出展：総務省統計局 HP「平成 16 年全国消費実態調査結果」 
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・1 ヶ月平均消費支出額は、世帯主が 50 歳代の世帯が約 38 万円で最も多い。 

・支出費目のうち住居費の内訳としては、40 歳代の世帯に比べて家賃地代が少なく、設備修繕・維
持費が多くなっている。またその他の消費支出の内訳は、仕送り金と交際費が大きくなっている。 

・1 ヶ月平均実収入は、世帯主が 50 歳代の世帯が約 58 万円で最も多い。その内訳をみると、世帯
主の勤め先収入が約 43 万円で、子どもの就職等による収入（「他の世帯員の勤め先収入」）もあ
る。 

 

世帯主の年齢階級別・1 ヶ月平均消費支出の費目構成（2 人以上の世帯） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展：総務省統計局 HP「平成 16 年全国消費実態調査結果」 

 

世帯主の年齢階級別・1 ヶ月平均実収入の内訳（2 人以上の勤労者世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展：総務省統計局 HP「平成 16 年全国消費実態調査結果」 
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５．団塊世代の意識 
 

本節では、全国的な団塊世代の意識とともに、岩手県と東京都でそれぞれ独自に行なわれた調

査結果を用いて、地方部と都市部における団塊世代の意識の特性を比較する。 

○岩手県調査：「団塊の世代に関する意識調査」（2005年11月 岩手県 回答数 636） 

この調査では昭和21年10月2日～昭和24年10月1日生まれを「団塊世代」としている。 

○東京都調査：「団塊の世代の活用についての調査報告書」（2004年3月 東京都産業労働局）におけ

る「50歳代の就業や生活設計に関する調査」（2003年10～12月に東京都内在住の50歳

代を対象に実施 有効回答数 3,226） 

この報告書では、昭和22～24年生まれを「団塊の世代」、昭和19～28年生まれを「50歳

代」としている。 

 
①居住 

 
・二地域居住*への願望があるとした人は、50 歳代が約 5 割（45.5％）と各年代の中で最も高く、すで

に実践している人も 2.5％いる。 
 * 都市と農山漁村を往来し、二重生活を楽しむ都市住民の新たなライフスタイル 

・農山漁村地域への定住の願望があるとした人は、50 歳代では約 3 割（28.5％）と、20 歳代に次い
で高い。 

二地域居住の願望の有無 
（単位：％） 

ある ない 

年代 
（小計） ある 

どちらかと

いうとある
（小計） 

どちらかと

いうとない
ない 

すでに実践

している 

どちらとも

いえない 
わからない

２０～２９歳 33.3 4.0 29.3 60.6 21.2 39.4 - 5.1 1.0

３０～３９歳 35.8 11.9 23.9 60.4 27.7 32.7 - 1.9 1.9

４０～４９歳 36.2 15.2 21.0 62.3 23.2 39.1 - 1.4 -

５０～５９歳 45.5 24.0 21.5 48.5 9.0 39.5 2.5 3.5 -

６０～６９歳 41.4 18.6 22.8 54.9 7.9 47.0 0.9 2.3 0.5

７０歳以上 28.7 15.2 13.4 67.1 5.5 61.6 0.6 2.4 1.2

出展：内閣府 HP「平成 17 年 11 月 都市と農山漁村の共生・対流に関する世論調査」 

農山漁村地域への定住の願望の有無 
（単位：％） 

ある ない 

年代 
（小計） ある 

どちらかとい

うとある 
（小計） 

どちらかとい

うとない 
ない 

どちらともい

えない 
わからない

２０～２９歳 30.3 8.1 22.2 67.7 15.2 52.5 2.0 -

３０～３９歳 17.0 5.0 11.9 78.0 25.2 52.8 4.4 0.6

４０～４９歳 15.9 6.5 9.4 82.6 21.7 60.9 1.4 -

５０～５９歳 28.5 15.0 13.5 68.0 10.0 58.0 3.0 0.5

６０～６９歳 20.0 9.3 10.7 77.7 9.8 67.9 1.9 0.5

７０歳以上 13.4 7.3 6.1 81.1 6.1 75.0 4.9 0.6

出展：内閣府 HP「平成 17 年 11 月 都市と農山漁村の共生・対流に関する世論調査」 
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②労働・仕事 

 
・収入のある活動からの引退時期は、地方部（29.7％）、都市部（33.9％）とも、約 3 割が 65 歳以降と

なっている。 

・都市部では約 1 割（9.7％）が 59 歳以前に引退するとしている。 

・地方部（13.0％）、都市部（10.6％）とも、約 1 割が生涯現役としている。 

・引退後の収入見込みについては地方部と都市部に大きな差はなく、いずれも年金、預貯金の順と
なっている。 

 

収入ある活動からの引退時期 
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引退後の収入見込み 
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岩手県　団塊世代

95.0%

13.8%
21.2%

37.2%

2.6% 5.8% 7.2%
2.4%

13.2%

年
金

子
供

や
孫

か
ら

の

援
助

配
偶
者

の
収
入

預
貯
金

株
式
等

の

資
産
運
用

ア

パ
ー

ト

・

駐
車
場
等

の
不
動
産
収
入

不
動
産
売
却
所
得

特

に
な

し

そ
の
他

東京都　団塊世代

82.5%

2.4%
9.2%

37.1%

5.0%
9.9%

4.0% 4.2%

年

金

子

供

や
孫

か
ら

の

援

助

配

偶

者

の
収

入

預

貯

金

株

式

等

の

資

産

運

用

ア

パ
ー

ト

・

駐

車

場

等

の
不

動

産

収

入

特

に
な

し

そ

の
他

岩手県　団塊世代

59歳以前

3.3%

60歳

19.9%

61～65歳

34.2%

66～70歳

19.2%

71～75歳

5.9%

76歳以降

4.6%

生涯現役。

引退するつ

もりはない

13.0%

東京都　50歳代

59歳以前

9.7%

65～69歳

25.8%

70～74歳

6.7%

75～80歳

1.4%

生涯現役。

引退するつ

もりはない

10.6%

60～64歳

45.8%
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・5 年後の働き方として、地方部では農業に携わるものが約 4 割（39.4％）と最も多い。 

・地方部では起業等への関心がないとする人が 7 割超（74.9％）となっている。 

・都市部では現在の事業を続けたいとする人（42.3％）、新たに事業を始めたいとする人（39.9％）が、
ともに約 4 割となっている。 

 
 

 
 

5 年後の収入のある活動  

5 年後に収入の活動を行うに
あたり起業等への関心の有無

   

 

 
 

 

 

 

 

 

2005 年 11 月 岩手県調査結果より作成（2 つとも） 

 
5 年後の働き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県　団塊世代

21.5%

9.3%
15.5%

39.4%

15.5% 13.2% 13.2%

26.9%

3.2%

企
業

・

団
体

な

ど

N
P
O

・
有
償

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

な

ど

人
材
派
遣

農
業

農
業
以
外

の

自
営
業

自
宅

求
職
活
動

収
入

の
あ
る

活
動

は

し
て

い
な

い

そ
の
他

岩手県　50歳代

5.6%
1.3%

6.3%
11.9%

74.9%

新
し
い
会
社

を
設
立

ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
な
ど

に
出
資

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス

N
P
O

や

組
合

そ
の
よ
う
な

活
動

に
は

関
心
が
な

い

東京都　50歳代

14.9%

25.0%

18.1%
24.2% 25.7%

32.2%
37.8%

35.1%

新

た

に
始

め
た

事
業

を
社
員

を

雇

っ
て
経
営

す
る

新

た

に
事
業

を

始

め

、
人

を
雇

わ
ず

に
経
営

す
る

現
在

の
事
業

（
社

員

を
雇

っ
て

い
る

）

を
続

け
る

現
在

の
事
業

（
社

員

を
雇

っ
て

い
な

い

）
を
続

け
る

ど

こ
か
の
会
社

や

組
織

で
管
理

や
役
員

の
仕
事

を
す
る

ど

こ
か
の
会
社

や

組
織

で
一
般
社
員

と
し
て
働

く

ど

こ
か
の
会
社

や

組
織

で
嘱
託

・

再
雇
用

と
し
て
働

く

ど

こ
か
の
会
社

や

組
織

で

パ
ー

ト
等

と
し
て
働

く

2004 年 3 月 東京都調査結果より作成 
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③将来の生活 

 
・ 5 年後の活動として、地方部では約 4 割が農作業に関わる活動（39.1％）や趣味・スポーツサーク

ル活動（36.1％）、約 3 割が町内会や自治会での社会貢献活動（32.5％）や文化的活動（31.0％）に
関心をもっている。 

・都市部では約 8 割（78.0％）が趣味・スポーツサークル活動、6 割強（64.9％）が一人での趣味活動
に関心をもっている。また約 2 割（18.0％）が海外に出て暮らす準備をする、約 1 割（12.4％）がふる
さとに帰る準備をするとしている。 

 

5 年後の収入のない活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2005 年 11 月 岩手県調査結果より作成 

 

5 年後の収入のある仕事以外の生き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県　団塊世代

23.7%

36.1%
32.5%

39.1%

8.3% 7.3%

31.0%

22.9%

15.8%
11.3%

5.1%

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

・
N
P
O

趣
味

や

ス
ポ
ー

ツ

サ
ー
ク

ル

町
内
会

や
自
治
会

で
社
会
貢
献

農
作
業

に

か
か
わ
る
活
動

学
校

や
講
座

な

ど

で
勉
強

I
T
関
係

の

活
動

文
化
的

な
活
動

主

に
身
体

を

動

か
す
活
動

主

に
屋
内

の

レ
ジ

ャ
ー

消
費
活
動

そ
の
他

東京都　50歳代

47.3%

78.0%

28.8%

41.6%
36.2%

19.9%

12.4%
18.0%

64.9%

39.8%

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

・
N
P
O

趣
味

や

ス
ポ
ー

ツ

サ
ー
ク

ル

大
学

、
大
学
院

な

ど
で
勉
強

生
涯
学
習

機
関

で
勉
強

ラ
イ

フ
ワ
ー
ク

や
研
究

学
校

な

ど
で
教
壇

に
立

ち
知
識

や

技
能

を

に
伝

え
る

ふ
る
さ

と

に

帰

る
準
備

海
外

に
出

て

暮

ら
す
準
備

一
人

で
気

ま
ま

に
趣
味

を
楽

し
む

何

も

せ
ず

の
ん

び
り

と
暮

ら
す

2004 年 3 月 東京都調査結果より作成 
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④社会貢献意識 

 
・55～59 歳の男女の約 7 割（男性 68.8％、女性 67.5％）が、社会への貢献意識があるとしている。 

・50 歳代の男女の約 7 割（男性 66.7％、女性 70.6％）が、ボランティア活動に参加してみたいとして
いる。 

 

社会への貢献意識 
（単位：％） 

性

別 
年代 ある 

あまり 

考えていない 
わからない 

４０～４４歳 63.0 32.7 4.3

４５～４９歳 71.7 25.7 2.7

５０～５４歳 63.9 33.3 2.8

５５～５９歳 68.8 29.4 1.8

６０～６４歳 70.0 28.3 1.7

６５～６９歳 67.0 30.6 2.4

男 

７０歳以上 59.3 38.6 2.0

４０～４４歳 69.3 26.7 4.0

４５～４９歳 71.4 26.7 1.8

５０～５４歳 69.6 29.2 1.2

５５～５９歳 67.5 30.5 1.9

６０～６４歳 62.3 33.6 4.1

６５～６９歳 59.0 36.8 4.2

女 

７０歳以上 45.6 49.6 4.8

出展：内閣府 HP「平成 18 年 2 月 社会意識に関する世論調査」 

 
ボランティア活動への参加希望 

（単位：％） 
参加してみたい 

性

別 
年代 

（小計） 
ぜひ参加 

してみたい 

機会があれば

参加してみたい

参加して 

みたいと 

思わない 

わからない 

４０～４９歳 67.1 9.6 57.5 26 6.8

５０～５９歳 66.7 10.6 56.1 28.7 4.6

６０～６９歳 56.1 11.3 44.8 39 4.9
男 

７０歳以上 37.8 6.1 31.7 56.9 5.3

４０～４９歳 75.6 13.3 62.4 20.8 3.6

５０～５９歳 70.6 14.8 55.8 24.6 4.8

６０～６９歳 60.7 13.6 47.2 33.3 6.0
女 

７０歳以上 29.4 6.1 23.2 64.2 6.5

出展：内閣府 HP「平成 17 年 5 月 生涯学習に関する世論調査」 
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・参加してみたいボランティア活動として、50 歳代の男性では、自然・環境保護活動（46.0％）、体育・

スポーツ・文化活動（31.7％）、自主防災活動・災害援助活動（26.2％）に関心が高く、女性では、社
会福祉活動に関心が高い（45.9％）。 

 

参加してみたいボランティア活動 

（単位：％） 

性

別 
年代 

自
然
・
環
境
保
護
に
関
す
る

活
動 

社
会
福
祉
に
関
す
る
活
動 

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
に
関

す
る
活
動 

自
主
防
災
活
動
や
災
害
援
助

活
動 

交
通
安
全
に
関
す
る
活
動 

募
金
活
動
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー 

公
共
施
設
で
の
活
動 

青
少
年
健
全
育
成
に
関
す
る

活
動 

人
々
の
学
習
活
動
に
関
す
る

指
導
の
活
動 

国
際
交
流
（
協
力
）
に
関
す
る

活
動 

保
険
・
医
療
・
衛
生
に
関
す
る

活
動 

そ
の
他 

４０～４９歳 41.5 20.4 41.5 23.1 15.0 8.2 6.8 12.2 12.2 15.0 3.4 0.7

５０～５９歳 46.0 21.8 31.7 26.2 17.8 5.4 9.9 8.4 7.9 5.9 5.9 0.5

６０～６９歳 48.2 26.4 26.4 24.4 23.8 10.4 9.8 11.4 12.4 8.8 5.2 1.6
男 

７０歳以上 38.4 16.2 19.2 16.2 20.2 5.1 10.1 9.1 7.1 1.0 4.0 3.0

４０～４９歳 35.1 43.1 28.4 13.3 16.1 14.2 16.1 17.1 12.3 11.4 14.2 0.5

５０～５９歳 36.5 45.9 17.9 9.8 9.8 15.9 15.9 4.1 11.8 8.1 11.8 2.0

６０～６９歳 42.4 42.4 15.6 15.2 12.1 17.4 15.2 5.4 10.7 4.9 9.4 1.3
女 

７０歳以上 32.6 27.9 16.3 11.6 9.3 19.8 10.5 3.5 12.8 2.3 1.2 1.2

出展：内閣府 HP「平成 17 年 5 月 生涯学習に関する世論調査」 
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・50 歳代の男女の約 5 割（男性 45.2％、女性 48.8％）が、ＮＰＯ活動に参加したいとしている。 

・男女とも、自然環境保護・リサイクル推進（男性 18.6％、女性 18.4％）、まちづくり・むらづくり（男性
19.1％、女性 12.4％）への関心が高い。 

・男性に比べて女性の方が、福祉・介護分野への関心が高い（男性 9.0％、女性 26.4％）。 

 
NPO 活動への参加意識・参加したい活動分野 

（単位：％） 

参加したいと思う 

性

別 

年代 

（
小
計
） 

高
齢
者
や
障
害
者

の
福
祉
・
介
護 

自
然
環
境
保
護
， 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進 

ま
ち
づ
く
り
， 

む
ら
づ
く
り 

文
化
・
芸
術
・ 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

子
育
て
に
対
す
る

支
援 

災
害
の
予
防 

・
救
助 

教
育
の
推
進
， 

青
少
年
の
育
成 

治
安
，
交
通
安
全 

国
際
交
流
， 

国
際
協
力 

そ
の
他 

参
加
し
た
い
と 

思
わ
な
い 

４０～４９歳 48.9 9.4 14.4 16.5 12.2 5.0 14.4 5.8 9.4 5.8 - 43.2

５０～５９歳 45.2 9.0 18.6 19.1 9.0 1.5 10.1 9.5 7.0 3.5 1.5 48.2

６０～６９歳 43.3 11.1 15.7 17.1 7.4 4.1 11.1 5.5 8.8 2.8 0.5 50.7
男 

７０歳以上 35.1 11.9 10.6 9.9 7.3 2.0 7.3 6.0 6.6 5.3 2.0 59.6

４０～４９歳 57.7 30.2 19.5 8.7 11.4 18.8 9.4 13.4 5.4 8.7 - 37.6

５０～５９歳 48.8 26.4 18.4 12.4 10.4 12.9 9.0 7.0 4.5 4.0 - 43.3

６０～６９歳 36.0 17.3 12.4 11.1 5.8 4.9 4.4 1.8 3.6 3.1 0.4 53.8
女 

７０歳以上 13.6 6.3 4.0 4.0 1.1 2.8 1.7 2.3 1.1 0.6 - 80.7

出展：内閣府 HP「平成 17 年 8 月 NPO（民間非営利組織）に関する世論調査」 

 

・NPO を選ぶ際、50 歳代男性は女性と比べて、自分の能力を発揮できること（45.6％）、行政と協力
して活動を行なっていること（27.8％）を重視する割合が高い。 

・50 歳代女性は男性と比べて、目的や活動内容が共感できること（70.4％）、活動の成果をあげてい
ること（23.5％）を重視する割合が高い。 

 

参加するＮＰＯを選ぶ際に重視する点 

 （単位：％） 

性

別 
年代 

目
的
や
活
動
内
容
が

共
感
で
き
る
こ
と 

自
分
の
能
力
を
発
揮

で
き
る
こ
と 

行
政
と
協
力
し
て
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
こ

と 市
民
が
自
立
し
て
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
こ

と 活
動
の
成
果
を
あ
げ

て
い
る
こ
と 

多
く
の
市
民
が
参
加

し
て
い
る
こ
と 

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
こ
と 

積
極
的
に
情
報
発
信

し
て
い
る
こ
と 

そ
の
他 

４０～４９歳 66.2 33.8 23.5 22.1 14.7 20.6 5.9 8.8 -

５０～５９歳 56.7 45.6 27.8 25.6 14.4 17.8 8.9 10.0 2.2

６０～６９歳 45.7 28.7 26.6 18.1 10.6 24.5 10.6 8.5 -
男 

７０歳以上 52.8 41.5 24.5 13.2 11.3 15.1 13.2 3.8 1.9

４０～４９歳 77.9 25.6 25.6 19.8 16.3 25.6 15.1 9.3 -

５０～５９歳 70.4 30.6 18.4 19.4 23.5 15.3 10.2 13.3 -

６０～６９歳 51.9 30.9 21.0 21.0 18.5 12.3 13.6 7.4 1.2
女 

７０歳以上 37.5 41.7 20.8 16.7 4.2 12.5 12.5 8.3 -

出展：内閣府 HP「平成 17 年 8 月 NPO（民間非営利組織）に関する世論調査」 
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⑤関心のあること 

・55～59 歳の男女の 7 割弱（男性 65.3％、女性 67.0％）が、老後の生活設計について悩み・不安を
持っている。 

・男性に比べて女性の方が、自分の健康（53.4％）や、家族の健康（47.9％）についての悩み・不安の
割合が高い。 

・今後及び現在の収入や資産（各 12.3％）、仕事や人間関係（12.7％）、事業・家業の経営（12.3％）
に関する悩み・不安をもつ男性が、1 割強となっている。 

悩みや不安の内容 
（単位：％） 

性
別 

年代 

老
後
の
生
活
設
計
に
つ

い
て 

自
分
の
健
康
に
つ
い
て 

家
族
の
健
康
に
つ
い
て 

今
後
の
収
入
や
資
産

の
見
通
し
に
つ
い
て 

現
在
の
収
入
や
資
産

に
つ
い
て 

家
族
の
生
活
（
進
学
，

就
職
，
結
婚
な
ど
） 

自
分
の
生
活
（
進
学
，

就
職
，
結
婚
な
ど
） 

勤
務
先
で
の
仕
事
や

人
間
関
係
に
つ
い
て 

家
族
・
親
族
間
の
人
間

関
係
に
つ
い
て 

事
業
や
家
業
の
経
営

上
の
問
題
に
つ
い
て 

近
隣
・
地
域
と
の
関
係

に
つ
い
て 

そ
の
他 

４０～４４歳 51.3 42.3 37.2 19.9 19.9 13.5 8.3 19.9 9.6 13.5 8.3 1.3

４５～４９歳 51.7 39.3 33.7 16.3 16.3 11.8 6.7 19.1 6.7 11.8 6.7 1.1

５０～５４歳 62.1 47.5 40.6 10.0 10.0 11.4 5.5 13.7 7.3 11.4 5.5 0.9

５５～５９歳 65.3 36.0 37.3 12.3 12.3 12.3 5.1 12.7 7.2 12.3 5.1 0.8

６０～６４歳 58.6 57.3 39.3 6.7 6.7 10.0 5.0 3.3 7.5 10.0 5.0 0.8

男 

６５～６９歳 47.6 63.3 46.7 6.7 6.7 7.6 5.2 3.3 4.8 7.6 5.2 1.9

４０～４４歳 48.0 31.7 40.1 14.9 14.9 5.4 7.4 12.9 16.8 5.4 7.4 3.0

４５～４９歳 57.6 43.8 47.5 12.4 12.4 7.4 6.0 12.9 12.9 7.4 6.0 0.5

５０～５４歳 62.0 48.4 46.5 8.5 8.5 7.8 5.0 5.8 12.4 7.8 5.0 0.4

５５～５９歳 67.0 53.4 47.9 6.8 6.8 8.4 7.4 4.9 10.4 8.4 7.4 1.3

６０～６４歳 64.7 51.9 49.6 4.1 4.1 4.9 3.8 2.3 6.0 4.9 3.8 0.8

女 

６５～６９歳 51.6 63.0 52.4 4.8 4.8 4.8 6.2 1.5 9.2 4.8 6.2 2.2

出展：内閣府 HP「平成 17 年 6 月 国民生活に関する世論調査」 

・地方部、都市部とも、生活の中では自分の健康（地方部 59.7％、都市部 56.6％）や家族の健康（地

方部 50.5％、都市部 45.3％）に関すること、老後の生活費（地方部 49.2％、都市部 53.1％）に高い

関心がある。 

生活の中で関心のあること 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

2005 年 11 月 岩手県調査結果、2004 年 3 月 東京都調査結果より作成 

岩手県　団塊世代

59.7%

50.5%

22.8%
28.8%

49.2%

30.6%

6.2% 8.1%

自

分

の
健

康

家

族

の
健

康

親

の
介

護

子

供

の
独

立

や
結

婚

自

分

の
老

後

の

生

活

費

自

分

の
仕

事

家

族

の
仕

事

趣

味

や

ラ

イ

フ

ワ
ー

ク

東京都　団塊世代
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・自由時間の過ごし方としては、55～59 歳の男女とも、旅行に行くとした人の割合（男性 19.3％、女
性 26.4％）が比較的高い。 

・男性では、知人･友人と過ごすとした割合（13.3％）が、各年代の中で最も低い。 

・女性では、地域活動や社会活動をするとした割合（11.3％）が、各年代の中で最も高い。 

 

自由時間の過ごし方 

（単位：％） 
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４０～４４歳 50.2 39.1 46.2 32.4 14.7 44.9 15.1 26.2 13.3 31.6 4.9 2.7 0.9 -

４５～４９歳 45.8 42.1 44.2 25.0 18.3 29.6 11.3 25.8 10.8 20.0 8.3 6.3 0.4 0.4

５０～５４歳 54.7 41.9 38.9 31.2 17.4 26.2 13.1 20.8 15.1 13.1 5.4 4.7 2.3 0.7

５５～５９歳 51.0 42.7 42.1 36.3 13.3 23.9 11.2 22.2 19.3 13.3 6.3 4.9 0.9 0.6

６０～６４歳 62.2 39.4 36.4 41.7 19.2 25.0 11.1 24.7 17.5 13.3 6.9 10.0 2.2 1.1

男 

６５～６９歳 60.6 45.1 36.6 45.1 19.9 24.9 12.6 20.8 21.5 8.5 8.5 11.4 5.0 0.3

４０～４４歳 43.2 39.2 40.3 32.7 32.4 40.6 38.5 16.9 9.4 25.2 9.7 6.8 0.7 1.4

４５～４９歳 52.5 41.6 38.8 33.9 39.4 38.8 41.6 18.9 16.5 18.9 9.9 7.1 0.3 0.6

５０～５４歳 58.8 39.5 35.3 35.9 39.8 31.4 41.2 17.8 22.3 14.1 6.5 6.5 1.1 0.6

５５～５９歳 59.6 43.6 36.1 38.4 38.8 30.5 40.0 15.6 26.4 11.7 9.0 11.3 2.0 1.1

６０～６４歳 60.5 49.9 32.5 40.0 38.2 25.6 32.8 21.3 31.3 9.4 7.4 7.4 4.0 0.5

女 

６５～６９歳 65.3 44.5 37.6 37.1 35.4 28.0 33.7 15.8 28.7 3.3 5.7 6.5 2.9 0.7

出展：内閣府 HP「平成 17 年 6 月 国民生活に関する世論調査」
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